
令和２年かすみがうら市教育委員会１０月定例会 会議次第 

 

日時  令和２年１０月２０日（火） 

午前９時～ 

場所  霞ヶ浦庁舎 大会議室 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 教育長報告 

 

４ 議題 

協議第１号 （仮称）千代田中学校区義務教育学校校名について 

 

５ その他 

（１）市内在住者（児童）における新型コロナウイルス感染症患者の確認 

について 

（２）開校準備だよりについて 

（３）その他 

 

６ 閉会 
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令和２年かすみがうら市教育委員会１０月定例会 会議録 

 

１ 開催日時  令和２年１０月２０日（火） 開会 午前 ９時００分 

閉会 午前１０時２６分 

 

２ 開催場所  霞ケ浦庁舎 大会議室 

 

３ 出席委員  教育長  大 山 隆 雄 

委員   田 澤 高 保（教育長職務代理者） 

委員   中 島 和 彦 

委員   坂 本 雅 子 

委員   梶 本   梓 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 委員以外の出席者 

教育部長     田 﨑 守 一 

学校教育課長    岩 井 雄一郎 

生涯学習課長    仲 澤   勤 

スポーツ振興課長    齋 藤   明 

教育指導室長    奥 沢 哲 也 

学校教育課 課長補佐   永 田 昌 之（書記） 

学校教育課 総務担当係長   江後田   忍（書記） 

 

６ 議題 

協議第１号 （仮称）千代田中学校区義務教育学校校名について 

 

７ その他 

（１）市内在住者（児童）における新型コロナウイルス感染症患者の確認について 

（２）開校準備だよりについて 

（３）その他 

 

８ 傍聴者   なし 

 

９ 会議の大要  
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 開会 午前９時００分 

 

 

起立、礼、着席。 

それでは、これより教育委員会を開催したいと思いますので、教育長、

よろしくお願いいたします。 

 

それでは、本日は、４名の委員さんが出席されておりますので、会議は

成立いたします。 

これより、令和２年かすみがうら市教育委員会１０月定例会を開催いた

します。 

最初に、事前に送付いたしました９月定例会の会議録の訂正内容につい

て、この場で確認させていただきたいと思いますので、訂正等がございま

したら、お願いいたします。 

 

（「特になし」の声あり） 

 

特にございませんか。 

それでは、こちらを決定稿とさせていただき、教育委員会のホームペー

ジへ掲載させていただきます。 

続きまして、「教育長報告」について、私から、ご報告させていただき

ます。 

 

（資料に基づき１０～１１月の教育長動静について報告） 

 

ただいまの報告について、何かご質問等がございましたらお願いいたし

ます。 

 

（「質疑なし」の声あり） 

 

特にございませんか。 

無いようでしたら、議事に入ります。 

協議第１号「（仮称）千代田中学校区義務教育学校校名について」を議

題といたします。 

事務局、学校教育課より、説明をお願いいたします。 

 

資料の３ページをお願いいたします。 

協議第１号「（仮称）千代田中学校区義務教育学校校名について」、令和

２年１０月２０日提出、かすみがうら市教育委員会教育長名でございま

す。 

（仮称）千代田中学校区義務教育学校校名について、令和２年１０月６

日に開催された第２回（仮称）千代田中学校区義務教育学校開校準備委員

会で校名案として、名称が２点、校種名が３点選定されました。 

つきましては、その校名案を基に（仮称）千代田中学校区義務教育学校

校名について、教育委員会の協議を求めるものでございます。 

１つ目の開校準備委員会で選定された校名案につきましては、４ペー

ジ、２つ目の校名公募集計結果につきましては、５ページから１１ページ
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教 育 長 

 

 

委 員 

 

となっております。 

続きまして、内容の説明でございますが、５ページから説明をさせてい

ただきます。 

表の上から順に公募いただきました新校名案を、得票数の多い順に並べ

たものでございます。一番票数の多いものが１４票で「千代田学園」、２

番目が５票で「千代田義務教育学校」、３番目が４票で「四万騎学園」と

「四万騎義務教育学校」でございました。 

次に、応募の状況ですが、全体で７２名の方からご応募いただき、地区

別、男女別、年齢別は、ご覧のとおりでございます。 

次に、６ページをお願いいたします。 

応募いただきました新校名案を名称別と校種名別に分けて集計したも

のでございます。名称は「千代田」と「四万騎」が、校種名では「学園」、

「義務教育学校」、「学園義務教育学校」が特に票数が多い状況でございま

す。 

次に、７ページから１１ページにつきましては、ご応募いただいた新校

名の主な理由をまとめたものでございます。 

４ページにお戻り下さい。 

１０月６日に開催いたしました第２回（仮称）千代田中学校区義務教育

学校開校準備委員会では、ご説明いたしました公募の結果をもとにご協議

を頂いております。 

主なご意見と致しましては、「千代田学園」の名称は多く使用されてお

り、民事再生法の手続きや解散命令を受けているとのインターネット上の

記事もあり、印象が良くないというご意見もございました。 

次に、「千代田」の名称が多く、残していきたいというご意見もござい

ました。 

次に、校種名が「学園」だと、何の学校かわからないというご意見もご

ざいました。 

次に、「学園義務教育学校」の校種名は文字数が多く、低学年では大変

ではないか等のご意見がございました。 

会議の中で、これらのことを踏まえまして、名称を「千代田」と「四万

騎」の２点に、校種名を「義務教育学校」、「学園」、「学園義務教育学校」

の３点に絞り、委員の皆さまの賛同者数を付しまして、開校準備委員会の

校名案として、この教育委員会に協議を求める会議の結果となってござい

ます。 

つきましては、開校準備委員会で提出されました名称別賛同者数１５の

票「千代田」、２票「四万騎」及び校種名別１４票「義務教育学校」、２票

の「学園」、１票の「学園義務教育学校」の結果より、教育委員会として

の校名案をご協議、選定の程をお願いするものでございます。 

説明は以上でございます。 

 

ただいまの説明について、何かご質問等がございましたらお願いいたし

ます。 

 

（「質疑なし」の声あり） 

 

質疑が無いようですので、教育委員会での校名案について、何かご意見

はございませんか。 

 

５ページの年齢別内訳のところで、非常に残念に思うことは、６０代か

ら２３点の公募があって、子どもを持つ親、３０代、４０代からは各６点
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しか公募がない。子どもを持つ親がこんな学校に通わせたいと思うだろう

から積極的に関わって色々な案を出してもらいたかったというのが正直

なところです。 

 

結果を見ると２０代からの公募が０票ということを含めると、－－委員

から出たようなご意見が最もと感じます。関心を持って積極的に関わって

いただけるとありがたかったなあという思いはどなたも同じなのではな

いかと思います。その他ございますか。 

 

開校準備委員会の委員の方々が一生懸命話し合ってまとめてくださっ

たわけですけれども、委員の方々から、「これがいい」というような声は

無かったのかお聞きしたいのですが。 

 

会議の中では、ただ今ご説明申し上げましたように名称別では「千代田」

か「四万騎」しかないでしょうというご意見で多数決を採った結果、１５

票が「千代田」、２票が「四万騎」、校種名についても６ページを見ますと

「学園」、「義務教育学校」、「学園義務教育学校」が多いということで、３

つに絞り決を採ることになり「義務教育学校」が１４票、「学園」が２票、

「学園義務教育学校」が１票となりました。「学園」が付く校種名の票数

が少ないのは、協議の中で「千代田学園」は、インターネット上でいい話

がないとのことで、同じ校種名は避けた方が良いのではないかとのご意見

があり、このような結果になったものです。 

 

私としては、「千代田」という名前が残った方が良いと思いますし、公

募結果についても「千代田」が多いので、名称としては、「千代田」が良

いのではないかと思います。 

校種名については、「義務教育学校」か「学園義務教育学校」のどちら

かと思います。ただし、開校準備委員会委員の賛同者数を見ますと「義務

教育学校」が１４名と一番多いのでシンプルに「義務教育学校」が良いの

かなと思います。 

 

結果を見ましても「千代田」という名を残したい思いは、千代田地区か

らの応募数が多いわけですから当然かと思いますし、かなり遡りますが、

霞ヶ浦地区の中学校の統合委員を務めたときも地区名はどうしても残し

たいというのがあり、その思い入れが郷土愛にも繋がっていくと思います

ので、「千代田」という名称は選定しても良いのではないかと思います。 

校種名では、インターネットで投票用紙を見たのですが「学園」は、今

時といいますか、響きが良く格好いいのですが、開校準備委員会委員の意

見にもありますように、高等学校なのか、私立なのか、小中校一貫なのか、

はっきりしないところがあるので「義務教育学校」という組み合わせがい

いのではないかと思いました。 

 

千代田の小・中学校が統合するわけなので「千代田」は残してあげたい

と思います。校種名も「義務教育学校」が一番良いと思います。 

 

結局は名前ではなく中身の問題で、それに向かって先生が努力をして素

晴らしい学校になればどんな名前であっても、いい学校だなとなるわけで

すよね。 

「千代田」という名前が全国になぜあるかというと「田んぼが栄える」

という意味があるためですが、元々は千代田地区も千代田ではなかったで
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すよね。あとから付けた名前なので「千代田」という名前に憧れや絶対に

残したいという思いはあると思います。 

「千代田学園」か「千代田義務教育学校」のどちらかというと「千代田

学園」が良いのではないかと思います。 

教育委員会なのだから参考に事務局の意見も聞いてはどうか。 

 

それでは、教育部長から意見をお願いします。 

 

千代田地区出身で、千代田中の校歌にも「四万騎」がありましたので、

個人的には良いと思っていたのですが、やはり意見や票数を見ると「千代

田」が一番妥当なのではないかと思います。 

校種名についても、低学年が書きにくいというご意見もありましたので

「義務教育学校」がシンプルで良いのではないかと思います。 

 

開校準備委員会の事務を取り締まっている立場といたしまして、得票数

の多かった名称は「千代田」、校種名は「義務教育学校」にすべきと私は

考えております。 

 

霞ヶ浦地区の者としては、名称が「四万騎」ですとイメージが沸かない

ため、市全体のことを考えますと霞ヶ浦地区には霞ヶ浦中学校があります

ので、「千代田」が適当であると考えます。 

校種名につきましては「義務教育学校」が標準的ではないかという気が

しております。 

 

－－委員からありましたように１０代の方からどのような校名案がだ

されたのか大変気になりますが、やはり開校準備委員会の意見は尊重した

方が良いと思います。 

 

開校準備委員会に参加させていただきまして、委員の皆さまのご意見を

聞きて「千代田」という言葉、それと公募集計結果では「千代田学園」が

多いわけですが、意見の中にもありましたが、同じ名称が他にも使用され

ていることもありますので、「千代田」「義務教育学校」が良いのではない

かと思います。 

 

私は、開校準備委員会の中で決めてくださると思っていたのですが、最

終的にはいくつかに絞ったものを教育委員会で決めていただきたいとい

うことになりましたので、尊重して名称は「千代田」、校種名は「義務教

育学校」をということで私の意見とさせていただきます。 

それでは、皆さまのご意見をまとめさせていただきますと、名称は「千

代田」、校種名は「義務教育学校」という意見が多かったので、「千代田義

務教育学校」という校名案で市長へ報告することでよろしいか伺います。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

よって、協議第１号については、 

「千代田義務教育学校」という校名案で市長へ報告いたします。 

以上で、本日の付議案件の審議は、すべて終了いたしました。 

次に、事業報告及び事業計画の事項に入ります。 

学校教育課より、順次、説明をお願いいたします。 
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（学校教育課の事業報告及び事業計画について資料に基づき説明） 

 

（生涯学習課の事業報告及び事業計画について資料に基づき説明） 

 

（スポーツ振興課の事業報告及び事業計画について資料に基づき説明） 

 

（学校教育課教育指導室の事業報告及び事業計画について資料に基づ

き説明） 

 

（歴史博物館の事業報告及び事業計画について資料に基づき説明） 

 

（霞ヶ浦中地区公民館の事業報告及び事業計画について資料に基づき

説明） 

 

（千代田中地区公民館の事業報告及び事業計画について資料に基づき

説明） 

 

（下稲吉中地区公民館の事業報告及び事業計画について資料に基づき

説明） 

 

（図書館の事業報告及び事業計画について資料に基づき説明） 

 

ただいまの説明について、何かご質問等がございましたらお願いしま

す。 

 

生涯学習課のところで、成人式実行委員会の２回目を実施したとのこと

ですが、どうでしたか。 

 

この後、「その他」でご説明させていただきます。 

 

わかりました。 

 

その他ございますか。 

 

学校教育課のところで、１０月２０日に「危機管理計画説明会」とあり

ますが、具体的にどのような内容なのでしょうか。 

 

第１回目の説明会のため、総務課から具体的な内容は聞いておりません

が、現在、危機管理計画が無い状態なので、その第一歩となるものと思わ

れます。 

 

その他ございますか。 

 

教育指導室のところで、１０月１３日に「弁護士によるいじめ防止出前

授業」とありますが、講師を弁護士に依頼するのは初めてかと思いますが、

意味や意義について教えて頂きたいのですが。 

 

これまで実施していたＣＡＰいばらきについては、とても効果的ではあ

ったと思いますが、より中学生の発達段階に応じたいじめ対策はないかと

いうことで、具体的な話をしてもらえる機関として弁護士協会へ依頼をし
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たものです。 

内容については、具体的な事例を基に話をされ、特にいじめによって亡

くなった子の手紙を活用しながらの話は、涙を流しながら聞いている子ど

もたちもいたということで、かなり心情に迫るものとなっており、とても

良い授業であったと聞いております。次回は私も参加してみたいと思いま

す。 

 

その他ございますか。 

 

（「質疑なし」の声あり） 

 

無いようですので、続いて、その他の事項に移りますが、その前に、お

諮りいたします。その他（１）、「市内在住者（児童）における新型コロナ

ウイルス感染症患者の確認について」は、個人名などプライバシーに関わ

る内容が含まれていることから、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第１４条第７項の規定により、会議を『非公開』としてよろしいか伺い

ます。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

よって、その他（１）を『非公開』といたします。 

 

－－－－－－－－－－－〔以下、非公開〕－－－－－－－－－－－ 

 

その他（１）「市内在住者（児童）における新型コロナウイルス感染症 

患者の確認について」 

 

－－－－－－－－－－－〔以下、公 開〕－－－－－－－－－－－ 

 

これより、会議を『公開』といたします。 

それでは、その他（２）「開校準備だよりについて」、事務局、学校教育課

より、説明をお願いいたします。 

 

お配りしております、開校準備だよりをご覧ください。 

第２号の開校準備だより、令和２年１０月２０日付けの発行でございま

す。 

表紙の校名案につきましては、先ほどの協議第１号でご説明いたしまし

たので、省略をさせていただきます。 

「協議２ 通学体制」について、協議をしております。開校準備委員会

のご意見をいたしまして、前期課程の小学生につきましては、徒歩及びス

クールバス、後期課程の中学生につきましては、これまでの中学生と同じ

く自転車での通学ということで意見がまとまっております。 

スクールバスにつきましては、義務教育であること、霞ヶ浦地区も無料

で運行しているというご意見で開校準備委員会といたしましても無料で

運行をしていただきたいというご意見でございます。 

スクールバスの運行基準につきましては、霞ヶ浦地区と同じ基準で運行

をしていただきたいというご意見でございます。 

運行基準の中で通学距離が２キロメートル以内については徒歩。２キロ

メートルを超える場合にはスクールバスということで各学校に説明会で
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回っている状況でございます。 

最後のページは、スクールバスに関するご意見やご質問等について、Ｑ

＆Ａを掲載しております。 

説明は以上でございます。 

 

ただいまの説明について、何かご質問等がございましたらお願いいたし

ます。 

 

子どもたちの体力が落ちているということで、特色ある学校の一環とし

て、ひとつは各小学校に集まり、小学校から義務教育学校までバスを運行

させる。文部科学省からの指針もあるかと思いますが、２キロメートルに

限らず３キロメートル歩いても大丈夫ではないかと思います。 

ランドセルが重くて大変だという意見もあると思いますが、体力を高め

るためには、このような取り組みもやってみてはどうかという投げかけも

必要なのではないかと思います。 

私が、下大津小学校の校長をやっているときに赤塚という地区があるの

ですが、そこから学校までは４キロメートルあるのですが、１年生が６年

生を一緒に歩いてくると最初のころは疲れてしまうが、その子が６年生に

なったときには、すごく走るのが早くなりました。それは特殊な例かもし

れませんが、子どもたちをある程度鍛える場を設けるという意見があるこ

とも開校準備委員会で出していただけるとありがたいと思います。 

 

ただ今の意見については、執行部から述べることは可能ですか。 

 

第３回の開校準備委員会では、教育委員よりそのようなご意見もあった

ということをお伝えしていきたいと思います。 

 

その他ございますか。 

 

（「質疑なし」の声あり） 

 

無いようですので、続いて、「令和３年成人式について」事務局、生涯

学習課より、説明をお願いいたします。 

 

それでは、資料に基づき説明をさせていただきます。 

「令和３年成人式について」でございます。成人式につきましては、例

年、対象者となります方で組織します実行委員会を中心に会議を開催して

事業を進めております。 

これまで、２回の会議を開催いたしまして、コロナ禍の開催方法や実施

内容について話し合いをしてきたところでございます。 

社会情勢や感染状況を勘案し、取りまとめた内容がお手元の資料となっ

ております。 

初めに日程でございますが、令和３年１月１０日の日曜日で３連休の中

日となっており成人の日の前日で例年どおりの開催日となっております。 

会場が、千代田講堂でこちらも例年どおりでございます。９月に政府が

示しましたイベントの開催基準では、大声を出さない５，０００人未満の

イベントであれば、会場定員の１００％で開催しても良いとされています

が、茨城県のガイドラインでは、社会的距離を１メートル以上は確保する

ことが求められていることから、千代田講堂で１メートルを確保しますと

２００人程度の配置ができるという計算をしております。このことから対
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象者であります４６８人のうち、昨年度の参加率を勘案すると３７０人程

度の参加であると考え、２部制とすることを検討いたしました。 

内容につきましても、必要最小限度とし３０分程度で完結するものを検

討しております。 

また、来賓につきましても、例年ですと国、県、市の議員並びに教育委

員等３０人程度を招待しておりましたが、今年度は市議会の正・副議長、

文教厚生委員長、教育長職務代理者の４名を招待することで検討しており

ます。 

対象者につきましては、平成１２年４月２日から平成１３年４月１日ま

でに生まれた住民基本台帳に登載された４６８人でございます。 

昨年度の参加率を参考に参加見込者数３７０人を基準にし、計画を立て

ているところでございます。 

その他といたしまして、昨年度実施いたしました牛久栄進高校の書道パ

フォーマンスを中止し、恩師からのビデオメッセージを事前に作成いたし

ましては、当日動画で放映する予定でございます。 

また、集合写真につきましては、どうしても３密対策が不可能であるこ

とと式典時間を考慮し、中止という決定をしております。代わりといたし

まして、ムービー撮影によるホームページへの公開を考えております。 

最後に参考といたしまして、近隣市の開催予定を掲載しており、期日は

３市ともに１月１０日、つくば市は午前と午後の２部制、石岡市は午後の

２部制、土浦市は例年どおりの１部制で開催予定とのことです。つくば市

と土浦市は写真撮影を例年、実施していないことから今年度も実施はしな

いとのことです。 

また、石岡市は最終決定をしていないことから、現在検討中との報告を

受けております。 

式典の１部・２部の区分けでございますが、まで最終決定ではありませ

んが、下稲吉中地区の卒業生で１グループとし、残りの霞ヶ浦中地区及び

千代田中地区の卒業生等を１グループとすることで考えております。 

説明は以上でございます。 

 

ただいまの説明について、何かご質問等がございましたらお願いいたし

ます。 

 

（「質疑なし」の声あり） 

 

続いて、その他報告事項又はご質問等がありましたらお願いいたしま

す。 

 

（「質疑なし」の声あり） 

 

その他、特になければ、次回定例会の日程を決めたいと思います。 

次回の教育委員会１１月定例会は、令和２年１１月１９日（木曜日）午

前９時から、霞ヶ浦庁舎大会議室で、行いたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

それでは、そのようにいたします。 

以上で、本日の教育委員会１０月定例会を閉会いたします。 

お忙しい中、ご審議、誠にありがとうございました。 
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事 務 局 

 

 

 

起立、礼。 

 

 

閉会 午前１０時２６分 

 

 

10 議決事項  なし 


